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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】

 

回次
第14期

第３四半期
連結累計期間

第15期
第３四半期
連結累計期間

第14期

会計期間
自 2022年７月１日
至 2023年３月31日

自 2023年７月１日
至 2024年３月31日

自 2022年７月１日
至 2023年６月30日

売上高 (千円) 181,388,924 193,116,701 239,054,420

経常利益 (千円) 2,777,299 1,974,138 2,423,616

親会社株主に帰属する四半期
(当期)純利益

(千円) 1,796,097 1,146,027 1,498,008

四半期包括利益又は包括利益 (千円) 1,510,461 1,576,809 1,680,863

純資産額 (千円) 18,401,667 19,785,023 18,572,069

総資産額 (千円) 105,835,587 115,179,027 97,455,753

１株当たり四半期(当期)純利益 (円) 81.92 52.27 68.32

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益

(円) 81.67 52.08 68.09

自己資本比率 (％) 17.4 17.1 19.1
 

 

回次
第14期

第３四半期
連結会計期間

第15期
第３四半期
連結会計期間

会計期間
自 2023年１月１日
至 2023年３月31日

自 2024年１月１日
至 2024年３月31日

１株当たり四半期純利益 (円) 42.72 29.23
 

(注)　当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載して

おりません。

 

２ 【事業の内容】

当第３四半期連結累計期間において、当社グループ(当社及び当社の関係会社)において営まれている事業の内容に

ついて、重要な変更はありません。

また、主要な関係会社の異動は、以下のとおりであります。

 

（医療機器販売事業）

当第３四半期連結会計期間において、2024年３月１日付でマコト医科精機㈱の一部株式を取得したため、同社

を連結の範囲に含めております。なお、同社を2024年４月30日付の簡易株式交換により完全子会社化いたしまし

た。

 
（介護・福祉事業）

主要な関係会社の異動はありません。

 
この結果、2024年３月31日現在では、当社グループは、当社、連結子会社12社、持分法適用非連結子会社１

社、非連結子会社１社、持分法非適用関連会社４社の計19社により構成されることとなりました。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

当第３四半期連結累計期間において、この四半期報告書に記載した当社グループの事業の状況、経理の状況等に関

する事項のうち、経営者が連結会社の財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況に重要な影響を与える可能

性があると認識している主要なリスクの発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等のリスク」につい

ての重要な変更はありません。なお、当該リスクについては、当社の取締役会の諮問機関として設置したサステナビ

リティ委員会の分科会（専門委員会）である「リスク委員会」において審議し、当社の取締役会において決議された

ものであります。

 
２ 【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループが判断したものであります。

 
(1) 財政状態及び経営成績の状況

 ① 経営成績の状況

当第３四半期連結累計期間における当社グループを取り巻く環境においては、医療機関に大きな影響を与えて

きた新型コロナウイルス感染症の位置付けが感染症法上の５類感染症に移行したこともあり、医療需要は回復し

てきております。一方、本感染症の感染拡大に端を発し、増加している医療機関における感染対策に係るコスト

は今後も医療機関の経営を圧迫するものであり、政府による本感染症に係る支援も縮小しつつあることから医療

経営は厳しさを増していくものと認識しております。また、エネルギー価格の高止まりや為替変動の影響に起因

するコスト増加が続くことも懸念され、依然として先行きが不透明な状況が続いております。

当第３四半期連結累計期間においては、前年同四半期と比較して医療需要が回復したことで手術室関連製品等

の販売が好調に推移いたしました。一方、新型コロナウイルスの検査に係る試薬及びＰＰＥ(個人用防護具)等の

感染対策に関わる製品については需要の落ち着きに伴い販売が減少いたしました。売上総利益においては、物価

上昇や円安の影響を受け、売上原価が増加したものの、増収に伴い拡大しております。

販売費及び一般管理費につきましては、主要子会社における事業規模拡大に伴う人員採用及びベースアップの

実施により人件費が増加いたしました。加えて、セキュリティ強化及び法令対応に伴うシステム関連費用の発

生、太田ディストリビューションセンターに関する固定資産税の増加及び事業譲受に伴うのれん償却費の増加に

より前年同四半期と比較して増加しております。

　また、ノアインターナショナル㈱を2022年10月に完全子会社化したことも業績に寄与しておりますが、販売費

及び一般管理費の増加により全体としては増収減益となりました。

この結果、当第３四半期連結累計期間における売上高は193,116百万円(前年同四半期比6.5％増)、営業利益は

1,653百万円(同30.7％減)、経常利益は1,974百万円(同28.9％減)、親会社株主に帰属する四半期純利益は1,146百

万円(同36.2％減)となりました。

 
セグメントの業績を示すと、次のとおりであります。

 (医療機器販売事業)

医療機器販売事業については、新型コロナウイルス感染症対策に係る補助金関連の備品案件の販売が減少した

ものの、新築案件に係る備品の販売があったことで、備品販売は前年同四半期と比較して増加しました。一方、

消耗品については、検査試薬、ＰＰＥ(個人用防護具)等の新型コロナウイルスに係る製品の販売は減少したもの

の、整形外科領域を中心に手術室関連製品の販売が拡大したことで前年同四半期と比較して好調に推移し、売上

高及び売上総利益は前年同四半期と比較して増加いたしました。

　しかし、営業拠点の移転及び開設に関する費用の発生並びに物流関連コストの増加等により販売費及び一般管

理費が増加したことでセグメント利益については減少いたしました。

この結果、売上高は188,751百万円(前年同四半期比6.5％増)、売上総利益は21,665百万円(同4.0％増)、セグメ

ント利益(営業利益)は7,500百万円(同0.6％減)となりました。
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 (介護・福祉事業)

介護・福祉事業につきましては、介護機器のレンタル事業及びストーマ製品の販売が好調に推移したことで、

前年同四半期と比較して売上高、売上総利益及びセグメント利益は増加いたしました。

この結果、売上高は4,365百万円(前年同四半期比5.3％増)、売上総利益は1,680百万円(同4.6％増)、セグメン

ト利益(営業利益)は335百万円(同6.4％増)となりました。

 
(注)当社グループのセグメントは、次のとおりであります。

医療機器販売事業……(医療機器販売事業)

国内の医療機器メーカー・代理店・商社等より仕入れた医療機器(備品・消耗品)

を、国内の病院等医療施設に販売しており、当社グループの基幹となる事業であり

ます。

(医療機器の修理及びメンテナンス事業)

当社グループが病院等医療施設に販売した医療機器の修理及びアフターサービス、

病院等医療施設との保守契約に基づく医療機器全般のメンテナンスを行っておりま

す。

介護・福祉事業……… 国内外の介護福祉機器メーカー・代理店・商社等より仕入れた介護福祉機器(備品・

消耗品)を、国内の病院等医療施設及び介護施設並びに医療機器販売業者、一般個人

に販売しております。また、介護福祉機器の一般個人へのレンタルを行っておりま

す。

 

 ② 財政状態の分析

 (資産)

当第３四半期連結会計期間末における総資産は、前連結会計年度末から17,723百万円増加し、115,179百万円と

なりました。

　流動資産は、前連結会計年度末から14,889百万円増加し、91,117百万円となりました。これは主に現金及び預

金が4,662百万円、受取手形及び売掛金が10,103百万円、商品及び製品が504百万円それぞれ増加したことによる

ものであります。

　固定資産は、前連結会計年度末から2,834百万円増加し、24,061百万円となりました。これは有形固定資産が

760百万円、無形固定資産が759百万円、投資その他の資産が1,313百万円それぞれ増加したことによるものであり

ます。

 
 (負債)

当第３四半期連結会計期間末における負債は、前連結会計年度末から16,510百万円増加し、95,394百万円とな

りました。

　流動負債は、前連結会計年度末から16,040百万円増加し、87,583百万円となりました。これは主に支払手形及

び買掛金が9,264百万円、短期借入金が6,564百万円それぞれ増加したことによるものであります。

　固定負債は、前連結会計年度末から469百万円増加し、7,810百万円となりました。これは主に長期借入金が359

百万円減少した一方で、役員退職慰労引当金が159百万円、退職給付に係る負債が143百万円、その他の固定負債

が576百万円それぞれ増加したことによるものであります。

 

 (純資産)

当第３四半期連結会計期間末における純資産は、前連結会計年度末から1,212百万円増加し、19,785百万円とな

りました。これは主に利益剰余金が663百万円、その他有価証券評価差額金が423百万円、非支配株主持分が118百

万円それぞれ増加したことによるものであります。
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(2）会計上の見積り及び当該見積りに用いた仮定

前事業年度の有価証券報告書に記載した「経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分

析」中の会計上の見積り及び当該見積りに用いた仮定の記載について重要な変更はありません。

 
(3) 経営方針・経営戦略等

当第３四半期連結累計期間において、当社グループが定めている経営方針・経営戦略等について重要な変更はあ

りません。

 
(4) 優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題

当第３四半期連結累計期間において、当社グループが優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題について重要

な変更及び新たに生じた課題はありません。

 

(5) 研究開発活動

該当事項はありません。

 
３ 【経営上の重要な契約等】

当第３四半期連結会計期間において、新たに締結した経営上の重要な契約等は次のとおりであります。

 

(マコト医科精機㈱の完全子会社化)

(1) 株式譲渡契約

当社は、2024年２月21日開催の取締役会において、当社がマコト医科精機㈱の株式を取得し、子会社化するこ

と(以下「本株式取得」という。)を決議し、当該決議に基づき同日付で株式譲渡契約書を締結いたしました。な

お、本株式取得は2024年３月１日を効力発生日として、手続きを完了しております。

本株式取得の詳細につきましては、「第４ 経理の状況　１ 四半期連結財務諸表　注記事項(企業結合等関

係)」に記載のとおりであります。

 

(2) 株式交換契約

また、当社は2024年３月５日開催の取締役会において、当社を株式交換完全親会社、マコト医科精機㈱を株式

交換完全子会社とする簡易株式交換を行うこと(以下「本株式交換」という。)を決議し、当該決議に基づき同日

付で株式交換契約を締結いたしました。なお、本株式交換は2024年４月30日を効力発生日として、手続きを完了

しております。

本株式交換の詳細につきましては、「第４ 経理の状況　１ 四半期連結財務諸表　注記事項(重要な後発事

象)」に記載のとおりであります。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 59,400,000

計 59,400,000
 

 
② 【発行済株式】

 

種類
第３四半期会計期間末

現在発行数(株)
(2024年３月31日)

提出日現在発行数(株)
(2024年５月13日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 21,925,104 22,147,494
東京証券取引所
プライム市場

単元株式数は100株で
あります。

計 21,925,104 22,147,494 ― ―
 

(注)　2024年４月30日を効力発生日としたマコト医科精機㈱との簡易株式交換に際して、当社普通株式222,390株を新

たに発行したため、発行済株式数は22,147,494株となっております。

 
(2) 【新株予約権等の状況】

① 【ストックオプション制度の内容】

該当事項はありません。

 
② 【その他の新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数

(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

2024年３月31日(注) ― 21,925,104 ― 1,344,769 ― 2,737,817
 

(注)　2024年４月30日付で、当社を株式交換完全親会社、マコト医科精機㈱を株式交換完全子会社とする株式交換を

実施したことにより、発行済株式数が222,390株、資本準備金が172,797千円増加しております。

 
(5) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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(6) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

   2024年３月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)
普通株式 900
 

― ―

完全議決権株式(その他) 普通株式 21,916,400
 

219,164 ―

単元未満株式 普通株式 7,804
 

― ―

発行済株式総数 21,925,104 ― ―

総株主の議決権 ― 219,164 ―
 

(注) １．「完全議決権株式(その他)」欄の普通株式には、証券保管振替機構名義の株式が1,800株(議決権18個)含まれ

ております。

２．「単元未満株式」欄には、自己株式が58株含まれております。

 

② 【自己株式等】

2024年３月31日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数

(株)

他人名義
所有株式数

(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式総数
に対する所有

株式数の割合(％)
(自己保有株式)
メディアスホールディン
グス㈱

東京都千代田区有楽町
一丁目２番２号

900 ― 900 0.0

計 ― 900 ― 900 0.0
 

 
２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

 

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(2007年内閣府令第

64号)に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間(2024年１月１日から2024年

３月31日まで)及び第３四半期連結累計期間(2023年７月１日から2024年３月31日まで)に係る四半期連結財務諸表につ

いて、有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けております。
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１ 【四半期連結財務諸表】

(1) 【四半期連結貸借対照表】

           (単位：千円)

          
前連結会計年度
(2023年６月30日)

当第３四半期連結会計期間
(2024年３月31日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 10,330,262 14,992,594

  受取手形及び売掛金 50,267,866 ※２  60,371,387

  商品及び製品 11,845,054 12,349,306

  原材料及び貯蔵品 12,027 8,667

  その他 3,877,922 3,488,262

  貸倒引当金 △105,033 △92,874

  流動資産合計 76,228,099 91,117,344

 固定資産   

  有形固定資産   

   建物及び構築物（純額） 6,093,753 6,425,063

   機械装置及び運搬具（純額） 843,545 739,247

   土地 3,291,308 3,658,407

   その他（純額） 790,280 956,313

   有形固定資産合計 11,018,886 11,779,032

  無形固定資産   

   のれん 844,307 1,519,062

   その他 1,163,383 1,248,552

   無形固定資産合計 2,007,690 2,767,615

  投資その他の資産   

   その他 8,226,461 9,538,873

   貸倒引当金 △25,384 △23,838

   投資その他の資産合計 8,201,076 9,515,035

  固定資産合計 21,227,653 24,061,683

 資産合計 97,455,753 115,179,027
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           (単位：千円)

          
前連結会計年度
(2023年６月30日)

当第３四半期連結会計期間
(2024年３月31日)

負債の部   

 流動負債   

  支払手形及び買掛金 52,542,782 ※２  61,806,940

  短期借入金 14,965,395 21,529,754

  1年内償還予定の社債 7,000 7,000

  未払法人税等 323,712 727,426

  賞与引当金 45,448 812,651

  役員賞与引当金 143,914 76,580

  株式報酬引当金 - 67,451

  資産除去債務 9,912 -

  その他 3,504,597 2,555,764

  流動負債合計 71,542,762 87,583,568

 固定負債   

  社債 15,000 11,500

  長期借入金 4,580,404 4,220,948

  役員退職慰労引当金 - 159,000

  債務保証損失引当金 100,460 108,083

  株式報酬引当金 78,257 -

  退職給付に係る負債 1,388,578 1,532,502

  資産除去債務 136,159 160,122

  その他 1,042,062 1,618,278

  固定負債合計 7,340,921 7,810,434

 負債合計 78,883,684 95,394,003

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 1,344,769 1,344,769

  資本剰余金 2,671,008 2,671,008

  利益剰余金 12,692,118 13,355,814

  自己株式 △450 △450

  株主資本合計 16,707,446 17,371,142

 その他の包括利益累計額   

  その他有価証券評価差額金 1,874,543 2,297,600

  退職給付に係る調整累計額 △9,920 △2,194

  その他の包括利益累計額合計 1,864,623 2,295,405

 非支配株主持分 - 118,476

 純資産合計 18,572,069 19,785,023

負債純資産合計 97,455,753 115,179,027
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(2) 【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第３四半期連結累計期間
(自 2022年７月１日
　至 2023年３月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2023年７月１日
　至 2024年３月31日)

売上高 181,388,924 193,116,701

売上原価 158,947,246 169,773,135

売上総利益 22,441,678 23,343,566

販売費及び一般管理費   

 貸倒引当金繰入額 △15,198 △11,832

 株式報酬引当金繰入額 24,539 △7,124

 給料及び手当 8,098,260 8,878,172

 従業員賞与 1,260,185 1,356,042

 賞与引当金繰入額 745,824 786,996

 役員賞与引当金繰入額 45,640 64,655

 退職給付費用 410,440 421,598

 法定福利費 1,561,215 1,722,475

 減価償却費 816,122 784,714

 賃借料 1,612,499 1,694,663

 業務委託費 1,756,539 1,806,250

 その他 3,738,669 4,193,922

 販売費及び一般管理費合計 20,054,740 21,690,536

営業利益 2,386,938 1,653,029

営業外収益   

 受取利息 1,295 723

 受取配当金 51,627 19,145

 仕入割引 228,928 245,434

 債務保証損失引当金戻入額 3,599 -

 その他 180,304 157,730

 営業外収益合計 465,755 423,033

営業外費用   

 支払利息 64,758 70,467

 持分法による投資損失 48 9,759

 債務保証損失引当金繰入額 - 7,623

 その他 10,588 14,073

 営業外費用合計 75,394 101,923

経常利益 2,777,299 1,974,138

特別利益   

 固定資産売却益 6,455 3,529

 投資有価証券売却益 108,328 -

 特別利益合計 114,784 3,529

特別損失   

 固定資産売却損 1,840 463

 固定資産除却損 2,718 2,658

 減損損失 9,916 5,610

 特別損失合計 14,475 8,732

税金等調整前四半期純利益 2,877,608 1,968,935

法人税、住民税及び事業税 986,806 1,072,625

法人税等調整額 94,704 △249,717

法人税等合計 1,081,510 822,907

四半期純利益 1,796,097 1,146,027

親会社株主に帰属する四半期純利益 1,796,097 1,146,027
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【四半期連結包括利益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第３四半期連結累計期間
(自 2022年７月１日
　至 2023年３月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2023年７月１日
　至 2024年３月31日)

四半期純利益 1,796,097 1,146,027

その他の包括利益   

 その他有価証券評価差額金 △297,354 423,056

 退職給付に係る調整額 11,718 7,725

 その他の包括利益合計 △285,636 430,782

四半期包括利益 1,510,461 1,576,809

（内訳）   

 親会社株主に係る四半期包括利益 1,510,461 1,576,809
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【注記事項】

(連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更)

当第３四半期連結会計期間より、当社が2024年３月１日付でマコト医科精機㈱の株式を取得し子会社化したた

め、同社を連結の範囲に含めております。

なお、当第３四半期連結会計期間においては貸借対照表のみを連結しております。

 

(追加情報)

(新型コロナウイルス感染症流行に伴う会計上の見積りについて)

前連結会計年度の有価証券報告書の「第５ 経理の状況 １ 連結財務諸表等 (１) 連結財務諸表 注記事項 (重

要な会計上の見積り)」に記載した新型コロナウイルス感染症の影響に関する仮定について重要な変更はありま

せん。

 
(四半期連結貸借対照表関係)

保証債務

下記の非連結子会社の仕入債務及び金融機関からの借入債務に対し、債務保証を行っております。

 
前連結会計年度

(2023年６月30日)
当第３四半期連結会計期間

(2024年３月31日)

石川医療器㈱ 3,778千円 408千円

㈱つむぐメディカル(注) 428,865千円 304,512千円

計 432,644千円 304,920千円
 

(注)2023年７月１日付で㈱メディカルバイオサイエンスより商号変更いたしました。

 
※２．四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理

四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理については、手形交換日をもって決済処理しております。

　なお、当第３四半期連結会計期間末日が金融機関の休日であったため、次の四半期連結会計期間末日満期手形

が、四半期連結会計期間末残高に含まれております。

 
前連結会計年度

(2023年６月30日)
当第３四半期連結会計期間

(2024年３月31日)

受取手形 －千円 274,880千円

支払手形 －千円 1,085,971千円
 

 

(四半期連結損益計算書関係)

売上高の季節的変動

前第３四半期連結累計期間(自　2022年７月１日　至　2023年３月31日)及び当第３四半期連結累計期間(自　2023年

７月１日　至　2024年３月31日)

当社グループの販売先には国公立病院等の公的な医療機関が含まれており、当該医療機関は12月及び年度末であ

る３月において設備投資を集中して行う傾向があるため、当社グループの売上高は毎年12月及び３月において他の

月より高くなり、これに連動して利益も当該時期に増加する傾向があります。その反動で４月から５月にかけての

売上高が他の月より低くなり、これに連動して利益も当該時期に減少する傾向があります。また、医療機関の新

築、移転、増築が行われる際には、多額の医療機器の一括購入が発生し、一時的に売上高が増加する場合がありま

す。
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(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半

期連結累計期間に係る減価償却費(のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。)及びのれんの償却額は、次の

とおりであります。

 
前第３四半期連結累計期間
(自 2022年７月１日
至 2023年３月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2023年７月１日
至 2024年３月31日)

減価償却費 1,084,700千円 1,101,121千円

のれんの償却額 147,646千円 211,367千円
 

 

(株主資本等関係)

前第３四半期連結累計期間(自 2022年７月１日 至 2023年３月31日)

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額

(千円)
１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

2022年９月29日
定時株主総会

普通株式 416,558 19 2022年６月30日 2022年９月30日 利益剰余金
 

 

２．基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計期間の末日

後となるもの

該当事項はありません。

 

当第３四半期連結累計期間(自 2023年７月１日 至 2024年３月31日)

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額

(千円)
１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

2023年９月28日
定時株主総会

普通株式 482,331 22 2023年６月30日 2023年９月29日 利益剰余金
 

 

２．基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計期間の末日

後となるもの

該当事項はありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ 前第３四半期連結累計期間(自 2022年７月１日 至 2023年３月31日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

    (単位：千円)

 
報告セグメント

調整額
(注)１

四半期連結損益
計算書計上額

(注)２医療機器
販売事業

介護・福祉事業 計

売上高      

外部顧客への売上高 177,241,304 4,147,620 181,388,924 － 181,388,924

セグメント間の内部
売上高又は振替高

176 － 176 △176 －

計 177,241,480 4,147,620 181,389,101 △176 181,388,924

セグメント利益 7,548,574 315,407 7,863,982 △5,477,044 2,386,938
 

(注) １．セグメント利益の調整額△5,477,044千円には、セグメント間取引消去63,220千円、のれん償却額△147,646

千円、各報告セグメントに配分していない全社費用△5,392,618千円が含まれております。全社費用は、主

に親会社の営業費用及び報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 
２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（固定資産に係る重要な減損損失）

「医療機器販売事業」セグメントにおいて、固定資産の減損損失を計上しております。なお、当第３四半期連結

累計期間における当該減損損失の計上額は、9,916千円であります。

 
Ⅱ 当第３四半期連結累計期間(自 2023年７月１日 至 2024年３月31日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

    (単位：千円)

 
報告セグメント

調整額
(注)１

四半期連結損益
計算書計上額

(注)２医療機器
販売事業

介護・福祉事業 計

売上高      

外部顧客への売上高 188,751,175 4,365,525 193,116,701 － 193,116,701

セグメント間の内部
売上高又は振替高

2,018 － 2,018 △2,018 －

計 188,753,194 4,365,525 193,118,720 △2,018 193,116,701

セグメント利益 7,500,505 335,614 7,836,119 △6,183,090 1,653,029
 

(注) １．セグメント利益の調整額△6,183,090千円には、セグメント間取引消去28,946千円、のれん償却額△211,367

千円、各報告セグメントに配分していない全社費用△6,000,668千円が含まれております。全社費用は、主

に親会社の営業費用及び報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 
２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（固定資産に係る重要な減損損失）

「医療機器販売事業」セグメントにおいて、固定資産の減損損失を計上しております。なお、当第３四半期連結

累計期間における当該減損損失の計上額は、5,610千円であります。

 
（のれんの金額の重要な変動）

各報告セグメントに配分していない全社資産において、当第３四半期連結会計期間にマコト医科精機㈱の株式
取得及び当社の孫会社である㈱オーソエッジジャパンが、㈱田中医科器械製作所からの医療機器等の仕入販売に
関する事業を譲り受けたことに伴う条件付取得対価の支払いが確定したことにより、新たにのれんが発生してお
ります。
　なお、当該事象によるのれんの増加額は、当第３四半期連結累計期間において886,122千円であります。
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(企業結合等関係)

(取得による企業結合)

当社は、2024年２月21日開催の取締役会において、マコト医科精機株式会社(以下、「マコト医科精機」)の発行済

株式のうち65％を取得して子会社化することを決議し、同日付で株式譲渡契約を締結し、2024年３月１日付で同社の

株式を取得いたしました。

なお、当社とマコト医科精機は、2024年４月30日に当社を株式交換完全親会社とし、マコト医科精機を株式交換完

全子会社とする株式交換を実施し、マコト医科精機は当社の完全子会社となりました。
 

１．企業結合の概要

(1) 被取得企業の名称及びその事業の内容

被取得企業の名称　　　：マコト医科精機株式会社

事業の内容　　　　　　：医療機器販売事業
 

(2) 企業結合を行った主な理由

事業規模の拡大及び購買業務のコスト効率向上を始めとしたグループシナジーによる山梨県における営業基盤の

強化を通じて、当社グループ全体の企業価値の更なる向上を図るためであります。
 

(3) 企業結合日

株式取得日　　2024年３月１日
 

(4) 企業結合の法的形式

現金を対価とする株式取得
 

(5) 結合後企業の名称

変更はありません。
 

(6) 取得した議決権比率

65％
 

(7) 取得企業を決定するに至った主な根拠

当社が現金を対価として株式を取得したことにより、マコト医科精機の議決権の65％を取得したためでありま

す。
 

２．四半期連結累計期間に係る四半期連結損益計算書に含まれる被取得企業の業績の期間

当第３四半期連結累計期間においては貸借対照表のみを連結しているため、被取得企業の業績は含まれておりませ

ん。
 

３．被取得企業の取得原価及び対価の種類ごとの内訳

取得の対価 　現金 306,150千円

取得原価  306,150千円
 

 

４．主要な取得関連費用の内容及び金額

デューデリジェンス費用等　　8,486千円
 

５．発生したのれんの金額、発生原因、償却方法及び償却期間

(1) 発生したのれんの金額　　 86,122千円

なお、当該取引は、（重要な後発事象）に記載の2024年４月30日に実施したマコト医科精機を株式交換完全子会

社とする株式交換と一体の取引として扱う予定であります。
 

(2) 発生原因

取得原価が受け入れた資産及び引き受けた負債に配分された純額を上回ったことによります。
 

(3) 償却方法及び償却期間

８年間にわたる均等償却

 
(企業結合に係る条件付取得対価の会計処理)

2023年７月１日に行われた当社の連結子会社である株式会社栗原医療器械店の完全子会社（当社の孫会社）である

株式会社オーソエッジジャパンによる株式会社田中医科器械製作所の医療機器等の仕入販売に関する事業譲受につい

て、当第３四半期連結会計期間において条件付取得対価の支払いが確定したことにより、支払対価を取得原価として

追加的にのれんを認識しております。

追加的に認識したのれんは、取得時に発生したものとみなして取得原価を修正し、のれんの金額及びのれんの償却

額を修正しております。
 

１．追加的に認識した取得原価（のれん認識額）   250,000千円

２．追加的に認識したのれんの償却額              23,437千円

３．償却方法及び償却期間　　         ８年間にわたる均等償却
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(収益認識関係)

顧客との契約から生じる収益を分解した情報

前第３四半期連結累計期間(自 2022年７月１日 至 2023年３月31日)

   (単位：千円)

 

報告セグメント

医療機器
販売事業

介護・福祉事業 計

消耗品 146,891,294 3,392,478 150,283,772

備品 26,536,196 513,695 27,049,891

その他 3,813,813 241,446 4,055,260

顧客との契約から生じる収益 177,241,304 4,147,620 181,388,924

外部顧客への売上高 177,241,304 4,147,620 181,388,924
 

 
当第３四半期連結累計期間(自 2023年７月１日 至 2024年３月31日)

   (単位：千円)

 

報告セグメント

医療機器
販売事業

介護・福祉事業 計

消耗品 152,790,676 3,462,386 156,253,062

備品 29,881,171 479,037 30,360,209

その他 6,079,327 424,102 6,503,429

顧客との契約から生じる収益 188,751,175 4,365,525 193,116,701

外部顧客への売上高 188,751,175 4,365,525 193,116,701
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益及び算定上の基礎並びに潜在株式調整後１株当たり四半期純利益及び算定上の基礎は、以

下のとおりであります。

項目
前第３四半期連結累計期間
(自 2022年７月１日
至 2023年３月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2023年７月１日
至 2024年３月31日)

（１）１株当たり四半期純利益 81円92銭 52円27銭

(算定上の基礎)   

親会社株主に帰属する四半期純利益(千円) 1,796,097 1,146,027

普通株主に帰属しない金額(千円) － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する
四半期純利益(千円)

1,796,097 1,146,027

普通株式の期中平均株式数(株) 21,924,146 21,924,146

（２）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益 81円67銭 52円08銭

(算定上の基礎)   

親会社株主に帰属する四半期純利益調整額
(千円)

－ －

普通株式増加数(株) 66,816 80,260

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当
たり四半期純利益の算定に含めなかった潜在株式
で、前連結会計年度末から重要な変動があったもの
の概要

－ －
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(重要な後発事象)

(簡易株式交換による完全子会社化)

当社は、2024年３月５日開催の取締役会において、当社を株式交換完全親会社、マコト医科精機株式会社(以下、

「マコト医科精機」)を株式交換完全子会社とする簡易株式交換(以下、「本株式交換」)を行うことを決議し、同日付

で両社の間で本株式交換に係る株式交換契約を締結いたしました。

本株式交換は、2024年４月30日に実施され、マコト医科精機は当社の完全子会社となりました。

 

１．企業結合の概要

(1) 被取得企業の名称及びその事業の内容

被取得企業の名称　　　：マコト医科精機株式会社

事業の内容　　　　　　：医療機器販売事業

 

(2) 企業結合日

2024年４月30日

 

(3) 企業結合の法的形式

当社を株式交換完全親会社とし、マコト医科精機を株式交換完全子会社とする株式交換

 

(4) 結合後企業の名称

名称に変更はありません。

 

(5) 取得した議決権比率

企業結合直前に所有していた議決権比率　 65.00％

株式交換により追加取得した議決権比率　 35.00％

取得後の議決権比率　　　　　　　　　　100.00％

 

(6) 取得企業を決定するに至った主な根拠

当社がマコト医科精機の議決権の100％を取得し、完全子会社化したことによるものであります。

 

２．被取得企業の取得原価及び対価の種類ごとの内訳

取得の対価 株式交換により交付した当社の普通株式の時価 172,797千円

取得原価  172,797千円
 

 

３．株式の種類別の交換比率及びその算定方法並びに交付した株式数

(1) 株式の種類別の交換比率

マコト医科精機の普通株式１株に対して、当社の普通株式10.59株を割当交付いたしました。

 

(2) 株式交換比率の算定方法

公正性及び妥当性を確保するため、当社及びマコト医科精機から独立した第三者算定機関に株式交換比率の算定

を依頼することとし、株式会社軽子坂パートナーズ(以下、「軽子坂パートナーズ」)を選定いたしました。

　マコト医科精機のデューデリジェンス結果や軽子坂パートナーズから提出された評価結果を受けて、財務状況や

将来の見通し等の要因を総合的に勘案した上で、慎重に交渉・協議を重ねて、株式交換比率を決定し合意いたしま

した。

 

(3) 交付株式数

普通株式：222,390株

なお、本株式交換による株式の交付に際し、新たに普通株式を発行しております。

 

４．会計処理の概要

「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号　2019年１月16日）及び「企業結合会計基準及び事業分離等

会計基準に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第10号　2019年１月16日）に基づき、共通支配下の取引等のう

ち、非支配株主との取引として処理する予定であります。

なお、当該取引については2024年３月１日に実施した同社株式の取得と一体の取引として扱い、支配獲得後に追加

取得した持分に係るのれんについては、支配獲得時にのれんが計上されたものとして算定する予定であります。
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２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
 

2024年５月13日

メディアスホールディングス株式会社

取締役会  御中

 

有限責任監査法人トーマツ
 

静岡事務所
 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 石　　黒　　宏　　和  

 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 望　　月　　邦　　彦  

 

 

監査人の結論

当監査法人は、金融商品取引法第193条の2第1項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているメディアスホール

ディングス株式会社の2023年7月1日から2024年6月30日までの連結会計年度の第3四半期連結会計期間（2024年1月1日か

ら2024年3月31日まで）及び第3四半期連結累計期間（2023年7月1日から2024年3月31日まで）に係る四半期連結財務諸

表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レ

ビューを行った。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、メディアスホールディングス株式会社及び連結子会社の2024年3月

31日現在の財政状態及び同日をもって終了する第3四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる

事項が全ての重要な点において認められなかった。

 
監査人の結論の根拠

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行っ

た。四半期レビューの基準における当監査法人の責任は、「四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責

任」に記載されている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社及び連結子会社から独立

しており、また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠

を入手したと判断している。

 
四半期連結財務諸表に対する経営者及び監査等委員会の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸

表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

四半期連結財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき四半期連結財務諸表を作成することが

適切であるかどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に基づいて

継続企業に関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。

監査等委員会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにある。
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四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責任

監査人の責任は、監査人が実施した四半期レビューに基づいて、四半期レビュー報告書において独立の立場から四半

期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に従って、四半期レビューの過程を通

じて、職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

・　主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の四半期レ

ビュー手続を実施する。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠し

て実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

・　継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が

認められると判断した場合には、入手した証拠に基づき、四半期連結財務諸表において、我が国において一般に公

正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、適正に表示されていないと信じさせる事項が認め

られないかどうか結論付ける。また、継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、四半期レ

ビュー報告書において四半期連結財務諸表の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する四半期

連結財務諸表の注記事項が適切でない場合は、四半期連結財務諸表に対して限定付結論又は否定的結論を表明する

ことが求められている。監査人の結論は、四半期レビュー報告書日までに入手した証拠に基づいているが、将来の

事象や状況により、企業は継続企業として存続できなくなる可能性がある。

・　四半期連結財務諸表の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の

作成基準に準拠していないと信じさせる事項が認められないかどうかとともに、関連する注記事項を含めた四半期

連結財務諸表の表示、構成及び内容、並びに四半期連結財務諸表が基礎となる取引や会計事象を適正に表示してい

ないと信じさせる事項が認められないかどうかを評価する。

・　四半期連結財務諸表に対する結論を表明するために、会社及び連結子会社の財務情報に関する証拠を入手する。

監査人は、四半期連結財務諸表の四半期レビューに関する指示、監督及び実施に関して責任がある。監査人は、単

独で監査人の結論に対して責任を負う。

監査人は、監査等委員会に対して、計画した四半期レビューの範囲とその実施時期、四半期レビュー上の重要な発見

事項について報告を行う。

監査人は、監査等委員会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、並びに

監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去するための対応策を講じている場合又

は阻害要因を許容可能な水準にまで軽減するためのセーフガードを適用している場合はその内容について報告を行う。

 
利害関係

会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな

い。

以　上

 
 

（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期

報告書提出会社）が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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